
身延町観光協議会と議員との懇談会身延町観光協議会と議員との懇談会
身延町議会では、身延町観光協議会（会長 佐野慈一）との懇談会を開催しました。設立や役割、
事業内容などの説明をいただき、課題や要望などを伺いました。

　

設
立
と
役
割

　

こ
れ
ま
で
身
延
山
観
光
協
会
、下
部
観
光
協
会
、

本
栖
湖
西
部
観
光
協
会
の
３
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
と
連
携
し
、観
光
振
興
を
図
っ
て
き
た
が
、町

全
域
の
観
光
振
興
に
関
す
る
団
体
は
な
か
っ
た
。

　

平
成
17
年
に
は
身
延
町
観
光
連
盟
が
設
立
さ

れ
、そ
の
後
令
和
４
年
に
身
延
町
全
域
の
観
光
業

や
商
工
業
の
振
興
を
図
る
目
的
で
身
延
町
観
光
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

当
協
議
会
は
新
た
に
策
定
さ
れ
た「
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、各
種
団
体
が
連
携
し
て
地
域
観
光

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
は

　

観
光
目
的
等
が
日
々
変
化
す
る
中
で
、本
町
を

訪
れ
る
人
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
町
内
の

観
光
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、イ

ベ
ン
ト
情
報
や
観
光
施
設
等
へ
の
来
訪
状
況
等
を

共
有
す
る
た
め
、毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

西
嶋
和
紙
の
課
題

　

現
在
、和
紙
製
造
組
合
員
は
７
事
業
所
で
、一
時

期
の
20
件
か
ら
大
き
く
減
少
し
た
。パ
ル
プ
原
料

の
供
給
も
減
少
し
た
た
め
原
料
部
で
は
地
元
の
工

場
へ
供
給
す
る
ほ
か
、外
注
と
し
て
稲
ワ
ラ
・
葦

な
ど
を
パ
ル
プ
化
す
る
た
め
、30
社
か
ら
受
注
を

受
け
て
い
る
。
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
よ
り
多

く
の
受
注
に
繋
が
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

下
部
温
泉
郷
の
課
題

　

昔
か
ら
湯
治
温
泉
と
し
て
歴
史
と
伝
統
が
あ

る
。
昭
和
レ
ト
ロ
な
温
泉
街
と
し
て
復
活
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
繋
げ
る
こ

と
。ま
た
先
進
地
で
も
あ
る
富
士
河
口
湖
町
等
の

成
功
事
例
な
ど
情
報
収
集
し
、共
有
化
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

　

本
栖
湖
西
部
の
課
題

　

平
日
客
の
50
％
が
外
国
人（
ア
ジ
ア
圏
）
で
あ

る
。キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
以
降

減
少
し
て
お
り
、反
対
に
コ
テ
ー
ジ
の
利
用
は
増

加
傾
向
で
あ
る
。

　

本
栖
湖
エ
リ
ア
で
は
駐
車
場
の
確
保（
二
次
交

通
）
が
問
題
で
あ
る
。
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

行
政
に
お
け
る
対
応
を
願
う
。

観
光
課　

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
、本
栖
湖
エ

リ
ア
は
国
立
公
園
区
域
に
あ
る
た
め
、開
発
行
為

に
制
限
が
あ
る
。町
と
し
て
も
検
討
し
た
い
。

日　

時　

令
和
７
年
７
月
９
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

会　

場　

身
延
地
区
公
民
館　

下
山
分
館

参
加
者　

団
体
７
名
・
議
員
14
名

　
　
　
　

観
光
課
４
名
・
事
務
局
２
名

懇談会の様子 佐野慈一会長（中央）からの説明身延町観光振興ビジョン
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